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  日医標準レセプトソフト「以下、日レセとする」を運用中であり、新規にサーバマシンを

準備して運用環境を移行する場合の方法について説明します。この手引きでは以下の組合せ

についてとなります。 

 

現在運用中環境 移行先運用環境 作業手順 

Ver5.0.0 Ver5.0.0 (1)日レセ Ver5.0.0運用中環境での作業 

(2)日レセサーバマシンの準備 

(3)データベースの復元 

(4)Ver5.0.0→Ver5.0.0運用環境の復元 

(5)その他運用環境の設定 

Ver4.8.0 Ver5.0.0 (1)日レセ Ver4.8.0運用中環境での作業 

(2)日レセサーバマシンの準備 

(3)データベースの復元 

(4)Ver4.8.0→Ver5.0.0運用環境の復元 

(5)その他運用環境の設定 

Ver4.8.0 Ver4.8.0 (1)日レセ Ver4.8.0運用中環境での作業 

(2)日レセサーバマシンの準備 

(3)データベースの復元 

(4)Ver4.8.0→Ver4.8.0運用環境の復元 

(5)その他運用環境の設定 
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  日レセ Ver5.0.0 運用中環境での作業 

 

 

データバックアップ 

必要なデータを外部媒体へバックアップします。 

 

１．日レセの停止 

作業を行う前に、日レセが停止しているか確認します。 

 

上記コマンド実行して、プロセスが表示されなければ日レセは停止した状態です。 プロセ

スが表示された場合は、以下のコマンドを入力すれば日レセが停止します。 

 

 

２．作業領域の作成 

一時的な作業領域を確保するために以下のコマンドを入力して下さい。 

 

 

３．データベースのバックアップ 

 

これで、作業ディレクトリの中に現時点での「orca」データベースのバックアップが作成さ

れました。 

 ※データベース名を「orca」以外に設定している場合は、読み替えてください。 

 

４．バックアップの暗号化(gpg) 

作成したバックアップファイルを gpgコマンドで暗号化します。 

暗号化方法には「パスフレーズによる暗号化」と、予め公開鍵を作成しておき、その鍵を暗

号化の際に使用する「鍵による暗号化」の２つがありますが、ここでは、「パスフレーズに

よる暗号化」とします。 

 

パスフレーズによる暗号化 

以下のように、暗号化する際にパスフレーズの入力が求められます。ここで入力したパスフ

レーズが復号化の際に必要となります。また、入力したパスフレーズは画面に表示されませ

ん。 

$ ps ax | egrep 'glserver|monitor' 

$ sudo service jma-receipt stop 

$ mkdir ~/(作業用ディレクトリ名) 

$ sudo -u orca pg_dump -Fc orca > ~/(作業用ディレクトリ)/(バックアップファイル名) 

日レセ Ver5.0.0運用中環境での作業 
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作業ディレクトリの中に[.gpg]の拡張子が付いたファイルが作成されます。このファイルが

暗号化されたバックアップファイルになります。 

 

５．バックアップファイルを削除 

暗号化したバックアップファイルを残し、元のバックアップファイルを削除します。 

 

バックアップファイルは[.dump]の拡張子が付いたファイルを指定します。 

 

６．/etc/jma-receiptの設定ファイルのバックアップ 

 /etc/jma-receipt ディレクトリ中には、各種設定ファイルがありますので必ずバックアップ

します。 

 

 

７．外部媒体へバックアップをコピー 

作業ディレクトリに作成したバックアップファイルを(CD 又は HDD などの)外部媒体へコピ

ーします。コピー方法については、Linux のマニュアル等を参照して下さい。また、外部媒

体のマウント方法については、媒体を接続しますと自動でマウントされます。もしも自動で

マウントされない場合は Linuxのマニュアル等を参照してマウントを行って下さい。 

 

作業ディレクトリをコピーします。 

 

 

以上でデータバックアップの作業は完了です。 

 

  

$ gpg -c ~/(作業ディレクトリ)/(バックアップファイル) 

パスフレーズを入力:(パスフレーズ) 

パスフレーズを再入力:(パスフレーズ) 

$ rm ~/(作業ディレクトリ)/(バックアップファイル) 

$ sudo cp -rp /etc/jma-receipt ~/(作業ディレクトリ) 

$ sudo cp -rp ~/(作業ディレクトリ) (複写先) 
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  日レセ Ver4.8.0 運用中環境での作業 

 

 

データバックアップ 

必要なデータを外部媒体へバックアップします。 

 

１．日レセの停止 

作業を行う前に、日レセが停止しているか確認します。 

 

上記コマンド実行して、プロセスが表示されなければ日レセは停止した状態です。 プロセ

スが表示された場合は、以下のコマンドを入力すれば日レセが停止します。 

 

 

２．作業領域の作成 

一時的な作業領域を確保するために以下のコマンドを入力して下さい。 

 

 

３．データベースのバックアップ 

 

これで、作業ディレクトリの中に現時点での「orca」データベースのバックアップが作成さ

れました。 

 ※データベース名を「orca」以外に設定している場合は、読み替えてください。 

 

４．バックアップの暗号化(gpg) 

作成したバックアップファイルを gpgコマンドで暗号化します。 

暗号化方法には「パスフレーズによる暗号化」と、予め公開鍵を作成しておき、その鍵を暗

号化の際に使用する「鍵による暗号化」の２つがありますが、ここでは。「パスフレーズに

よる暗号化」とします。 

 

パスフレーズによる暗号化 

以下のように、暗号化する際にパスフレーズの入力が求められます。ここで入力したパスフ

レーズが復号化の際に必要となります。また、入力したパスフレーズは画面に表示されませ

ん。 

$ ps ax | egrep 'glserver|monitor' 

$ sudo service jma-receipt stop 

$ mkdir ~/(作業用ディレクトリ名) 

$ sudo -u orca pg_dump -Fc orca > ~/(作業用ディレクトリ)/(バックアップファイル名) 

日レセ Ver4.8.0運用中環境での作業 
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作業ディレクトリの中に[.gpg]の拡張子が付いたファイルが作成されます。このファイルが

暗号化されたバックアップファイルになります。 

 

５．バックアップファイルを削除 

暗号化したバックアップファイルを残し、元のバックアップファイルを削除します。 

 

バックアップファイルは[.dump]の拡張子が付いたファイルを指定します。 

 

６．/etc/jma-receiptの設定ファイルのバックアップ 

 /etc/jma-receipt ディレクトリ中には、各種設定ファイルがありますので必ずバックアップ

します。 

 

 

７．外部媒体へバックアップをコピー 

作業ディレクトリに作成したバックアップファイルを(CD 又は HDD などの)外部媒体へコピ

ーします。コピー方法については、Linux のマニュアル等を参照して下さい。また、外部媒

体のマウント方法については、媒体を接続しますと自動でマウントされます。もしも自動で

マウントされない場合は Linuxのマニュアル等を参照してマウントを行って下さい。 

 

作業ディレクトリをコピーします。 

 

 

以上でデータバックアップの作業は完了です。 

 

  

$ gpg -c ~/(作業ディレクトリ)/(バックアップファイル) 

パスフレーズを入力:(パスフレーズ) 

パスフレーズを再入力:(パスフレーズ) 

$ rm ~/(作業ディレクトリ)/(バックアップファイル) 

$ sudo cp -rp /etc/jma-receipt ~/(作業ディレクトリ) 

$ sudo cp -rp ~/(作業ディレクトリ) (複写先) 
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  日レセサーバマシンの準備 

 

 

新規のサーバマシンを準備し、移行先運用環境とする日レセバージョンをクリーンインスト

ールします。 

※日レセバージョンは 5.0.0又は 4.8.0です。（ただし、Preciseはやめてください） 

 

 

  データベースの復元 

 

 

バックアップからデータベースの復元 

新規サーバマシンにバックアップからデータベースを復元します。 

 

１．日レセの停止 

作業をおこなう前に、日レセが停止しているか確認します。 

 

上記コマンド実行して、プロセスが表示されなければ日レセは停止した状態です。 プロセ

スが表示された場合は、以下のコマンドを入力すれば日レセが停止します。 

 

 

２．作業領域の作成 

一時的な作業領域を確保するために以下のコマンドを入力して下さい。 

 

 

３．バックアップした媒体からハードディスクへのコピー 

バックアップした(CD や HDD などの)媒体から一時領域へコピーします。 なお、コピー方法

については、Linux のマニュアル等を参照してください。また、外部媒体のマウント方法に

ついては、媒体を接続しますと自動でマウントされます。もしも自動でマウントされない場

合は Linuxのマニュアル等を参照してマウントを行って下さい。 

作業ディレクトリをコピーします。 

 

 

$ ps ax | egrep 'glserver|monitor' 

$ sudo service jma-receipt stop 

$ mkdir ~/(作業用ディレクトリ名) 

$ sudo cp -rp (複写元) ~/(作業ディレクトリ) 

日レセサーバマシンの準備 

データベースの復元 
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４．データベースの初期化 

 データベースを復元するため初期化します。 

 

バックアップからデータベース関係の設定ファイルを複写します。 

 

 

 

データベースを作成します。 

 

データベースのエンコーディングを確認します。 

 

orcaデータベースの Encodingが「EUC_JP」又は「UTF8」であることを確認してください。 

※データベース名は orcaとは限りません。 

 

５．データベースバックアップファイルの復号化 

 データベースのバックアップファイルを復号化します。 

 

実行するとパスフレーズの入力を問い合わせてきます。 パスフレーズを正しく入力すると

暗号が解除され、ダンプファイルが生成されます。 

 

６．ダンプファイルからデータベースへリストア 

 ダンプファイルからデータベースを復元します。 

$ sudo -u orca dropdb orca 

$ sudo cp -p ~/(作業ディレクトリ)/jma-receipt/dbgroup.inc /etc/jma-receipt 

$ sudo cp -p ~/(作業ディレクトリ)/jma-receipt/orcadbs.inc /etc/jma-receipt 

$ sudo cp -p ~/(作業ディレクトリ)/jma-receipt/db.conf /etc/jma-receipt 

※db.confファイルは存在しない場合もあります 

※dbgroup.inc で２台運用の設定がしてある場合は、一旦、従サーバの設定を外します 

$ sudo jma-setup --noinstall 

$ sudo -u orca psql -l 

 

                                  List of databases 

   Name    |  Owner   | Encoding |   Collate   |    Ctype    |  Access privileges   

-----------+----------+----------+-------------+-------------+------------------- 

 orca      | orca     | EUC_JP   | C           | C           | 

 postgres  | postgres | UTF8     | ja_JP.UTF-8 | ja_JP.UTF-8 | 

(略) 

$ gpg ~/(作業用ディレクトリ)/(暗号化されたファイル名) 
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 ※データベース名を「orca」以外に設定している場合は、読み替えてください。 

 

このときバックアップデータにより以下のようなエラーが出る場合があります。以下のエラ

ーの場合は正常として、そのまま進んでください。 

 

エラーの内容は「COMMENT ON EXTENSION plpgsql IS 'PL/pgSQL procedural language';」

という一文がエラーになったということを表しています。これは、plpgsql という外部拡張

モジュールのコメント作成が失敗したために起こっています。plpgsql本体は「IF NOT EXISTS」

という構文により拡張外部モジュールが「入っていなければ、作成する」命令が実行されて

いますが、その外部拡張モジュールについてのコメント（説明）は IF NOT EXISTS という構

文がないために強制的に作成する命令になっています。しかしながら orca というユーザー

では権限不足によりエラーとなります。本来 plpgsqlは最初からコメント付きで入っている

ため、リストアしなくても問題ありませんが、EXTENSION のコメントのリストアを抑止する

オプションが無いため、エラーとして表示されます。最後に WARNINGとしてエラーが一つあ

ったが無視されたと出力されて終了しています。 

 

７．データベースのセットアップ 

jma-setupをオプション無しで実行します。 

 

古いバージョンからのリストアの場合は、構造変更処理が実行されデータベースのバージョ

ンが更新されます。 

 

以上でデータベースの復元作業は完了です。 

  

$ sudo -u orca pg_restore -x -O -d orca ~/(作業ディレクトリ)/(ダンプファイル) 

pg_restore: [archiver (db)] Error while PROCESSING TOC: 

pg_restore: [archiver (db)] Error from TOC entry 4935; 0 0 COMMENT EXTENSION plpgsql 

pg_restore: [archiver (db)] could not execute query: ERROR:  must be owner of 

extension plpgsql 

  Command was: COMMENT ON EXTENSION plpgsql IS 'PL/pgSQL procedural language'; 

 

WARNING: errors ignored on restore: 1 

$ sudo jma-setup 
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   Ver5.0.0→Ver5.0.0 運用環境の復元 

 

 

バージョン 5.0.0 でのセットアップ 

 

１．プラグイン設定 

プラグインにより外部プログラムの組み込みを行っていた場合は処理を行います。そうでな

い場合は次に進みます。 

 

パッケージリストファイルを見直します。 

パッケージリストファイル（/etc/jma-receipt/jppinfo.list）は 5.0.0用の標準用ですが、

独自サイトのプラグインを使用している場合は設定を見直してください。 

 

プラグインの更新処理を実行します。 

 

 ※処理中に COBOLプログラムのコンパイルで警告が表示されますが、問題ありません。 

 

 これで元の運用中環境と同じプラグインが組み込まれた状態となります。 

 

 

２．パスワードファイルの複写 

周辺システム等で dbsを使用した連携を行っていた場合は処理を行います。そうでない場合

は次に進みます。 

 

バックアップからパスワードファイルを複写します。 

 

 

以上で運用環境の復元作業は完了です。 

 

  

$ sudo su 

# su orca 

$ /usr/lib/jma-receipt/bin/jma-plugin -c /etc/jma-receipt/jppinfo.list restore 

$ exit 

# exit 

※運用環境移行作業の完了後にプラグイン画面より最新の状態に更新をしてください。 

$ sudo cp -p ~/(作業ディレクトリ)/jma-receipt/passwd /etc/jma-receipt 

Ver5.0.0→Ver5.0.0運用環境の復元 
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   Ver4.8.0→Ver5.0.0 運用環境の復元 

 

 

バージョン 5.0.0 でのセットアップ 

 

１．プラグイン設定 

プラグインにより外部プログラムの組み込みを行っていた場合は処理を行います。そうでな

い場合は次に進みます。 

 

パッケージリストファイルを見直します。 

パッケージリストファイル（/etc/jma-receipt/jppinfo.list）は 5.0.0用の標準用ですが、

独自サイトのプラグインを使用している場合は設定を見直してください。 

 

プラグインの更新処理を実行します。 

 

 ※処理中に COBOLプログラムのコンパイルで警告が表示されますが、問題ありません。 

 

 これで元の運用中環境と同じプラグインが組み込まれた状態となります。 

 

 

２．パスワードファイルの複写 

周辺システム等で dbsを使用した連携を行っていた場合は処理を行います。そうでない場合

は次に進みます。 

 

バックアップからパスワードファイルを複写します。 

 

 

３．ログインユーザ名（オペレータ ID）の確認 

 Ver5.0.0より日レセに接続するユーザ名に使用できる文字は、アルファベット（大文字・小

文字）・数字（0-9）・「_」（アンダーバー）（いずれも半角）としました。その他記号等は使

用できません。 

$ sudo su 

# su orca 

$ /usr/lib/jma-receipt/bin/jma-plugin -c /etc/jma-receipt/jppinfo.list restore 

$ exit 

# exit 

※運用環境移行作業の完了後にプラグイン画面より最新の状態に更新をしてください。 

$ sudo cp -p ~/(作業ディレクトリ)/jma-receipt/passwd /etc/jma-receipt 

Ver4.8.0→Ver5.0.0運用環境の復元 
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 使用不可となった文字を含むユーザ名の登録の有無を以下のコマンドで確認できます。 

 

該当するユーザ名が有る場合は、システム管理者により職員情報登録画面から変更を行って

ください。 

 

以上で運用環境の復元作業は完了です。 

 

  

$ sudo -u orca psql orca 

orca=> select userid from tbl_sysuser where userid ~ '[ -\/:-@\[-`\{-\~]'; 

 userid 

--------- 

oruser-01 

oruser#01 

oruser_01  ←「_」（アンダーバー）は使用可能ですので注意してください 

orca=> \q 
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   Ver4.8.0→Ver4.8.0 運用環境の復元 

 

 

バージョン 4.8.0 でのセットアップ 

 

１．プラグイン設定 

プラグインにより外部プログラムの組み込みを行っていた場合は処理を行います。そうでな

い場合は次に進みます。 

 

パッケージリストファイルを見直します。 

パッケージリストファイル（/etc/jma-receipt/jppinfo.list）は 4.8.0用の標準用ですが、

独自サイトのプラグインを使用している場合は設定を見直してください。 

 

プラグインの更新処理を実行します。 

 

 ※処理中に COBOLプログラムのコンパイルで警告が表示されますが、問題ありません。 

 

 これで元の運用中環境と同じプラグインが組み込まれた状態となります。 

 

 

２．パスワードファイルの複写 

周辺システム等で dbsを使用した連携を行っていた場合は処理を行います。そうでない場合

は次に進みます。 

 

バックアップからパスワードファイルを複写します。 

 

 

以上で運用環境の復元作業は完了です。 

 

  

$ sudo su 

# su orca 

$ /usr/lib/jma-receipt/bin/jma-plugin -c /etc/jma-receipt/jppinfo.list restore 

$ exit 

# exit 

※運用環境移行作業の完了後にプラグイン画面より最新の状態に更新をしてください。 

$ sudo cp -p ~/(作業ディレクトリ)/jma-receipt/passwd /etc/jma-receipt 

Ver4.8.0→Ver4.8.0運用環境の復元 
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  その他運用環境の設定 

 

 

１．日レセの起動 

日レセを起動します。 

 

 

２．プログラム更新処理 

 クライアントソフトから日レセサーバへ接続します。 

 プログラムの緊急修正情報があるか確認を行い、緊急修正情報がある場合は、必ず業務メニ

ュー画面より「プログラム更新」を行います。 

 

３．スキーマチェック 

プログラム更新処理が終了したら、データベースの状態をチェックします。 

最新のチェックファイルによりチェック処理を行うため以下の方法により処理を行います。 

 

処理が終了したらメッセージが表示されます。作業ディレクトリ 

(jma-receipt-dbscmchk/)に jma-receipt-dbscmchk.logというファイルが作成されます。 

ファイルの内容を確認してください。 

整合性に問題なしと出ればスキーマは問題ありません。 

 

４．その他 

 最後に、２台運用を行う等、運用環境に合わせシステム構築を行います。 

 

$ sudo service jma-receipt start 

$ wget http://ftp.orca.med.or.jp/pub/etc/jma-receipt-dbscmchk.tgz 

$ tar xvzf jma-receipt-dbscmchk.tgz 

$ cd jma-receipt-dbscmchk 

$ sudo bash jma-receipt-dbscmchk.sh 

その他運用環境の設定 

http://ftp.orca.med.or.jp/pub/etc/jma-receipt-dbscmchk.tgz

